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１．ＩＴスキル等のリスキリングの目的 

 信用金庫がビジネスモデルを再構築するう

えでＤＸ推進は欠かせないテーマと言える。そ

の際、課題となるのが役職員のＩＴスキル等で

ある。ＩＴスキル等のリスキリング（学び直し）

は、自己責任との意見もあろうが、近年、業務

として取り組む事例が増えつつある。 

 信用金庫がリスキリングに力を入れる目的

は、以下の２つとなる。 

（１）スムーズなビジネスモデル再構築 

 ビジネスモデル再構築のため、最先端のシス

テムを導入しても役職員が使いこなせなくて

は元も子もない。また、今後のＤＸ対応に伴う

役職員の業務見直しや配置転換を勘案すると、

事前にＩＴスキル等を一定レベルまでリスキ

リングしておく必要がある。 

（２）取引先ＤＸ支援の強化 

 信用金庫はＤＸに関する取引先の課題を把

握し、最適な解決策の提案可能な役職員を育成

する必要がある。その際のスキル目安として、

一部の地域銀行では国家資格「ＩＴパスポート」

の取得を促しており、研修会の開催なども活発

化している。 

２．「企業内個人向けＤＸ支援」プログラム 

 以下では企業内個人(従業員）向けにＩＴス

キル研修などを手掛ける株式会社リンクアカ

デミーを紹介する。 

（１）同社の概要 

 株式会社リンクアカデミーは、ＰＣスキルの

獲得や資格取得をワンストップでサポートし、

個人のキャリアアップを支援する総合キャリ

アスクールである（図表１）。 

（図表１）会社概要 

社 名 株式会社リンクアカデミー 

本 社 東京都中央区銀座 

設 立 1995 年 12 月 

Ｈ Ｐ https://www.link-academy.co.jp/ 

（備考）図表１・２ともに同社資料より信金中央 

    金庫 地域・中小企業研究所作成 

（２）提供の経緯 

 ＤＸ人材の不足が深刻化するなか、ここ数年、

同社に対するＩＴスキル等の研修ニーズが増

加している。そこで同社は、１千社・年間１万

５千人のＩＴスキル研修ノウハウや、診断・分

析技術などを活かし、「企業内個人向けＤＸ支

援」プログラムとして提供することにした。 
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 ビジネスモデル再構築の一環としてＤＸに取り組む信用金庫が増えるなか、役職員のＩＴスキル

等のリスキリングが課題に浮上している。 

 信用金庫は役職員のＩＴスキル等を高めることで、①スムーズなビジネスモデル再構築、②取引

先ＤＸ支援の強化などが期待される。 

 株式会社リンクアカデミーは、これまで培ってきたＩＴスキル研修のノウハウや同社グループの

強みである分析・診断技術を活用し「企業内個人向けＤＸ支援」プログラムを開始した。 

 同プログラムは、各人のＩＴスキル等を診断・可視化し、診断結果に基づいた能力開発メニュー

を提供するものである。 
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３．プログラムの内容 

（１）仕組み・特徴 

 同プログラムの受講対象は、企業の従業員で

ある。新たに開発した診断ソリューション「DX 

Survey Basic」を用いて、一人ひとりのスキル

度合を把握し、その診断結果に応じた変革ソリ

ューションをレベルごとに提供するものであ

る。同社は基幹技術であるモチベーションエン

ジニアリングを活用し、「診断」と「変革」のサ

イクルを提供するなか、効率的なＩＴスキル等

の習得を支援していく（図表２）。 

 ① 診断ソリューション 

 これまで分散していた各種診断サーベイを

「DX Survey Basic」に統合し、セキュリティを

含むデジタル技術の知識レベル、Office を中心

としたＩＴ操作スキルを測定し、受講者の課題

を明確化する。 

 ② 変革ソリューション 

 診断結果をもとに「ベーシック」「アドバンス」

「プロフェッショナル」の３段階に総合評価し、

レベルに応じた変革プログラムを提供する。 

（２）診断・変革サイクルの流れ 

 同プログラムの受講者は、同社ＷＥＢサイト

にアクセスし、１テーマ 30 分程度の操作テス

トを受検する。同社の提供する診断テーマには、

「Excel Skill Survey」「PowerPoint Skill 

Survey」「資料作成 Knowledge Survey」「DX Fit 

Survey」の４分野があり、スキル点と時間点で

ＡからＧ段階までのスコアを付す。併せて総合

評価である３段階のレベル判定を実施する。 

 診断結果は、本人の評価、自社内や部門内、

年次との相対評価に加え、同社蓄積のデータベ

ースとの比較などが可視化されるため、企業は

自社従業員の抱える具体的なＩＴスキル等の

課題を把握できる。 

 その後、受講者のレベルに応じたＩＴスキル

等のリスキリングメニューが提供される。企業

の要望内容によって、ＩＴパスポート取得支援

に焦点を充てるなど、知識面・操作面の組合せ

や対象を絞ったメニュー提供も可能である。 

 

４．今後の展開など 

 足元では、大手金融機関などからＩＴスキル

研修や同プログラムの利用に関する要望など

が増えている。 

 同社では、今後は地域銀行などの間でＩＴス

キル等に関するリスキリングのニーズが高ま

ると予想する。そこで、リアルな研修に加えて

新学習サービス「SkiP」（スキな時に、スキな場

所で、INPUT＆OUTPUT 学習が可能なオンライン

コンテンツ）の教材提供も拡充していく。 

                以 上 

（図表２）ＤＸ人材育成支援の全体像 
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※順次ラインナップを増加

• IT知識面では、IT・経営の知識を保有していることを証明する国家資格「ITパスポート」の取得など、
経営において必要な情報セキュリティやネットワークに関する基礎知識の習得を目指す。

• IT操作面では、ExcelやPowerPointといったOfficeの基本・応用操作学習によって個人の業務効率化を図
るだけはなく、組織内での情報共有ツールであるGoogle WorkspaceやGoogle Apps Script講座の提供に
よって、組織の業務効率化も実現する。さらに階層別の課題も踏まえて研修を実施することで、実務に
おいて実効性の高いスキル習得を目指す。


